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良質な睡眠は 
神経変性疾患の発症と進行を防ぎうるか？  

 
講師：皆川 栄子 先生 
国立精神・神経医療研究センター 

疾病研究第四部 
日時： 2017 年 12 月 14 日（木） 17:00～18:00 
場所： 早稲田大学所沢キャンパス 100 号館 407 号室 

 
皆川先生はパーキンソン病やアルツハイマー病など神経変性疾患の臨床並びに研究をさ
れている気鋭の研究者です。京都大学医学部卒業後、臨床医のご経験の中から研究へと道を
進まれました。海外への研究留学も経て、神経変性疾患の早期から出現する睡眠障害と病態
の進行との関係に脳内のタンパク質の恒常性（プロテオホメオスタシス）が関わるという独
自の視点からマウスを用いた動物実験を行い、今年の日本睡眠学会ではストプレゼンテーシ
ョン賞を受賞されました。 
臨床医学と動物実験の両面から神経変性疾患研究の最前線をお聴きできる機会です。興味
のある方はぜひご参加ください。 
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